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帯津良一 ・槌田 敦 対談 「気とエ ン ト囗 ピー 」（ほたる齲 γ
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：
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　『気と エ ン トロ ピー
』、 魅力的な題 名で ある 。 気の

本質に つ い て は い ろ い ろ論 じ られて い る が 、それが、

物理学が言う 「熱力学的な死」に逆行する過程で あ

るこ とは疑い ない 。 生命 とは エ ン トロ ピーを捨 て る

こ とで ある、とは よく言われ る こ と で ある。こ の 本

はそうし た エ ン トロ ピーとい う概念に よっ て 、帯津

良
一

氏が 日頃よ り言い 続けて い る 「牛命場」の 問題

に新た な光を当て よ うとい う興味深い 対談の 結果で

ある。相手は、エ ン トロ ピー概念を通 し て 、従来の

エ コ ロ ジー
思想の

一一一
歩先 を見続けて い る環境経済学

の 槌田敦氏で ある。

　章立ては 、 1．エ ン トロ ピー
と出会う、 2．気と

エ ン トロ ピ ー、3 ．健康 とは 、病気 とは、自然治癒

力とは、 4 ．が ん治療 と気力、 5．人間を丸 ごと見

ると い うこ と 、 6。研究者の 条件
一

とな っ て い る 。

これを見て もわか る ように 、単に エ ン トロ ピーとい

う視点で 気 を理論的に捉 え るだけで は なく、ホ リス

テ ィ ッ ク医療の現場との関わ りが強調 されて い る 。

　 エ ン ト ロ ピーを捨て 続 け、生命を維持する と い う

こ と。それは つ まり、宇宙との循環的サ イクル の中

で 存在 して い くとい う こ と で ある 。 人間の 世界だ け

で 資源を回 して い く 「リサイク ル 」で はな くて 、宇

宙全体を系とする 「サ イク ル 」の 思想 。 それ が 、エ

ン トロ ピーとい うコ ン セ プ トか ら導 き出 されて くる

基本思想の ようで ある。帯津氏は 、人問を全体と し

てみ る 「ホ リス テ ィ ッ ク医学」とは 「場の 医学」で

あ る と言 う。 自らを修繕 し、自己回復 して い く自律

的な力。これが エ ン トロ ピーを捨て続ける生命場の

働 きで あ り、 自己治癒力そ の もの な の で あ る 。 場の

ポ テ ン シ ャ ル を高め るこ と、それが ホ リ ス テ ィ ッ ク

医学の め ざす 「癒 し」で ある。

　 こ こ か ら浮かび上 が っ て くるの は、宇宙 とは 「生

命場の 重畳」 ともい うべ きホ ロ ニ ッ ク な全体性の場

で あ ると い うヴ ィ ジ ョ ンで あ る 。 た とえば、ある臓

器が分泌する物質は 、その 臓器 に と っ て は 「排泄物」

で あるが、それは身体 と い うより大 きな場に お い て

は有用 な物質とな る 。 その ように 、エ ン トロ ピーと

し て ある 系が排出す るもの は 、他の 系に と っ て の 有

用物 とな り、こ う した相互連鎖の ネ ッ トワ ーク は、

細胞、臓器、身体だけ でな く、社会、地 球、宇宙な

どあ ら ゆ る レ ベ ル を含み 込ん だ重層する 生命め織物

とな っ て い る。

　 こ こ で 、「気」は 、こ うし た生命場の もつ 情報系

と して位置づ け られようと して い る。気とは 、場の

ポテ ン シ ャ ル を高めるもの で ある。対談 とい う形式

で もあ り、 この 問題は これ以 L深め られ ては い な い

が、ネ ッ トワ ークす る場の 情報系 と い う視点で 気を

捉 える試み は、今後 さらに発展 し て い くこ とを予感

させ る 。

　 こ の 本を読ん で 思 うこ とは 、い ま 日本で浮上 しつ

つ あ る 「気」へ の関心 、その医療分野 へ の応用 と い

うこ とは 、文明全体 に 関わる 「ホ リ ス テ ィ ッ ク な世

界観」 へ の 変革 とい う大 きなパ ラ ダ イム ・シ フ トの

一
環 で あ ると い う こ とで あ る 。 そ こで思 い 出 した

の が 、本書 と前後 し て 読 ん だ、ア メ リ カ に お ける

ホ リス テ ィ ッ ク医学運動 の リ
ー

ダ
ーの 一人で ある、

ラ リ
ー ・ドッ シーの 新著 『医学 の 再創造』 （Larry

Dossey
，
　Reinventing　Medicine：Beyond　Mind −Body 　to

a 　New 　Era　of 　Heahng，　Harper　SanFrancicso，1999）で

ある 。 そこ で 、以下、こ の 書 と対比 しつ つ 少 し論 じ

て みた い 。

　 ドッ シ
ー

は、医療の 歴 史を三 つ の 時期に分けて い

る．第 期 は機械論 ・唯物論の アプ ロ ー
チ で あ り、

第二 期 は 心 身相 関 の 医学 で あ る。第二 期 まで は

「ロ
ー

カル 」なパ ラ ダ イ ム の 医学で ある 。 そして 第

二期は 「ノ ン ロ ーカ ル 」な医療で あ る 。第三期で は 、

「心が 、個人内お よび個人間にお け る癒 しの 要因と

なる 。 心は時問や空間の ある点に完全に位置づ ける

こ とが で きな い 。心 は、時間空間に お い て 限界の な

い もので あ り、究極的には
一

つ で あ る。遠隔にお け

る癒 し が可能 で ある。古典的な時空概念、物質一エ

ネル ギー
の 概念 に よ っ て は記述す る こ とが で きな

い」 （p．19）　こ の 考 え方は 、すで に ドッ シ ーが 『癒

しの こ とば」（邦訳 ：春秋社）にお い て発表して い る、

祈りの 効果、つ ま り意識が遠隔地に ある身体に 及ぼ

す影響 を証明する大量の 実証 デー
タに基づ い て い

る 。 その 要点は 、「意識は身体や時空の 限界を超 え

て拡が っ て い る 『ホ リス テ ィ ッ ク な場』その もの で
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あ る」とい うパ ラ ダ イ ム で あ る 。

　 こ の ように ド ッ シ ーは意識 を重視する 。 意識 は物

質よ りも根源 的な要素で あ ると も示 唆するの で あ

る。とす ると、その 意識とは何か 。こ こ で ドッ シ ー

は、「意識は秩序を与える原理で あ る 。 意識は 、組

織化 されて い ない 、ある い はラ ン ダム なシ ス テ ム に

情報を入 れ、高い 次元の 秩序を創造する」とい う

D ・ラ デ ィ ン らの 言葉 を引用 して 語 っ て い る 。 別の

表現で い えば 、
これは 「情報」を与える とい う こ と

で あ り、すなわ ち 「負の エ ン トロ ピー
」を与え ると

い う こ とになる。

　 とすれば 、 ド ッ シ ーを中心 に ア メ リ カ にお い て

「意識」とし て 語 られて い る もの と、日本 に お い て

「気」 と い う概念で現 れ つ つ あ る世界観 は 、 根本的

に 近い もの だとい う印象 を強 く抱か ざるを得な い の

で ある。 ドッ シ ーだけで はな く、欧米 にお い て は他

に もノーベ ル賞物理学者の ブ ラ イア ン ・ジ ョ セ ブ ソ

ン な ど多くの 学者が、意識は物質に還元 されえ な い

ホ リス テ ィ ッ ク な宇宙の 基本的な性質で ある とい う

見方 を提示 して い る 。
こ の ような 「意識の ノ ン ロ

ー

カ ル 性」と い う視点か ら 「気」を眺め直 して み る こ

と も有益で あろうと思 われる。つ ま り、「気」 とは

遍在する意識の もつ 性質で ある と い う見方で ある。

そ うする こ とによ っ て、遠隔治療や祈りの 効果、ま

た理性 を超 えた直感 力の 開発などを含めた、より総

合的な ホ リス テ ィ ッ ク 医学の 体系を思 い 描くこ とが

可能にな るで あろう。

　 C ，G ．ユ ン グ は 、心 に つ い て の ノ ン ロ
ー

カ ル な

見方の 先駆者で あ っ た 。
い ま、詳 しく論証するだ け

の 余裕は な い が 、彼は、宇宙とは 「心的エ ネル ギー」

（意識 とエ ネル ギーとい う二 つ の 側面をもつ もの ）の

超時空的、すなわち ノ ン ロ ーカ ル な拡が りで あ る と

い うイメ ージを持 っ て い た ようで ある。そうした無

限定な場か ら 「秩序化」が 発生 して 、 心 （正確に言

えば心の 内容物）や物の 世界が生成す る、とい う直

観が あっ たこ とは 、書簡などか らうか がうこ とがで

きる 。 こ の ユ ン グ の 世界感覚が 「気」の 世界観と極

めて 近 い と い うこ とは、すで に人体科学会にお い て

も指摘 されて い る。ユ ン グにおい て は、そ うし た世

界観 を支 える もの と して 共時性 につ い て の 経験事例

があ っ た に す ぎな い 。しか し今、 ドッ シ ーが紹介 し

て い るよ うに、意識の ノ ン ロ
ー

カル な性質を示す研

究デ ータ は圧倒的な量 とな りつ つ あ る 。 こ う し た新

しい デー
タをふ まえて、ノ ン ロ

ーカ ル なパ ラ ダ イ ム
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をさらに精錬 させ て い く こ とが求め られて い るの で

ある 。 それは、単に 心理療法 とい う枠内の み の 問題

で はな い
。

　 さて 、『気 と エ ン トロ ピー』で示唆 されて い る も

う
一

つ の問題が ある 。 それは 、生命場と い われ る意

識 ＝ 情報系は 、究極的に は
一なる もの で あ りつ つ 、

か つ 個々の 人間や 、他の 生物 などすべ て の 生体にそ

れ固有の 自己修復する情報系が存在 してお り、それ

が相互連鎖 して い ると い う こ と で ある。自己完結 し

て い る生 命場は
一

つ もな い と い う こ とにな る 。

　 こ こ で 私は 「階層化 し連鎖 し て い るホ ロ ン」と い

う見方を導入す る こ とが有効で ある と考 える 。
こ れ

は、ア
ーサ ー ・ケ ス トラ ーが提唱 し、現在はケ ン ・

ウ ィ ル バ ー
に よ っ て理 論化 され て い る見方で あ る 。

こ こ で い うホ ロ ン を、それぞれの 秩序化の次元に お

ける情報場で あると見なすこ とが で きる。その ホ ロ

ン が 多次元的に 重畳 して い るの が宇宙 だと い う見方

で ある 。

　 さま ざまなホ ロ ン＝情報場は、生成 しまた消滅 し

て い る 。 ホ リ ス テ ィ ッ ク 医療に話を戻せ ば、帯津氏

が語 っ て い る 、「癒 しをサ ポー トする場の 創造」も

また、
一

つ の ホ ロ ン の 生成 なの で ある。そ の 場自体

は 、それを構成する個の 意識 を超 えた生命を持 つ の

だ 。 これ は言い か えれば、汎生命的な世界観だと も

言 える。

　最後に、帯津氏 がホ リス テ ィ ッ ク医療の 行き着く

と こ ろと して語 っ て い る、ス ピリチ ュ ア ル な要素と

い う テ ー
マ が ある。帯津氏 は 、「宇宙の 意志」に言

及 して 、 語 っ て い る 。 「ビ ッ ク バ ン の 前か ら私の 場

は あ っ た。それが こ の 地球へ きた の は 、私の 場の ポ

テ ン シ ャ ル み た い なもの が だん だん落ちて きて 、力

不足で もうふ る さとに帰れな くな っ た ために 、鳥が

木の 枝 に とまる ように、こ の 地 球で肉体が 与え られ

た 。 そ こで 70年あ る い は80年か か っ て 自分の 努力で

場の ポ テ ン シ ャ ル を上 げな さい と 。 ポ テ ン シ ャ ル が

上がっ て その 勢い で 、肉体が滅びた ときに魂の ふ る

さとみ た い な もの に 帰 っ て い くん じ ゃ な い か と 」

（p．181−2）

　 こ の 言葉は何 ら突飛な もの で は な い 。 これは、意

識の ノ ン ロ
ー

カル 性に立つ 「第三期医療」に お い て

極め て自然に出て くる感性で あ る 。
ノ ン ロ

ー
カ ル

・

パ ラ ダ イ ム は、意識が究極 に おい て は
一

で あ り、私

た ちの 意識もそ の
一

部で あると い う立場に立 つ 。そ

の 全 性 の 場か ら分離 し て 、個別で あるか の ような
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意識場が相対的存在と して
一

定期間存続 し て い るの

で ある 。 そ して 「場の ポテ ン シ ャ ル を上 げる」 と い

うの はどう い う こ と で あろうか 。ポ テ ン シ ャ ル が 高

い と い うの は、明 らか に 、よ り全 ．一
性に近 い 状態 を

表 して い る 。
つ ま り、個別性 をもつ ホ ロ ン と して の

存在は、究極的な全
一

性の場に 回帰 し ようとする衝

動 を内在 させ て い る 。 ウ ィ ル バ ーが論ずる ように、

ホ ロ ンは自己超越 しようとする傾向を本来的 に持っ

て い る の で ある 。 「ス ピリチ ュ ア ル 」と い う の は 、

こ の 全一性の 意識場に 向か っ て の 私たちの旅路に関

係 して い るの か もしれな い
。 生 きると い うこ とをそ

の よ うな枠組で捉 え、その 中に 医療 を位置づ けて い

くこ と、それが ホ リス テ ィ ッ ク医療だ と言う こと も

で きよう。 そこ で は、死は終わ りで はなく、より大

きなプ ロ セ ス の 一過程 にほ か ならない 。帯津氏 の 探

求は、その よ うな地点まで到達したようで ある。

町 好雄 著 「気を科学する」・ 「気は脳の科学」（棘 翫 大黜 版局）

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 醸 攜 茣 
’t　／／　ge

電子技術総合研究所 野 村 晴 彦

〈著作に事寄せ て〉

　現代は、誠に物騒な時代で ある 。 自分の注意が完

璧で あれば、それで安全か と い うと、それが そ うで

ない と ころが 、 全 く持 っ て不安な と こ ろで ある。数

年前の オ ウ ム事件を引用す るまで もな く、近々 で は 、

二 、三百人の 乗客をの せ た全 日空機にお い て 、
一

橋

大卒の 航空ゲ ーム マ ニ ア で 、航空機 に 関す るか な り

の 知識 を有 し た 29才の 男が、あろう事か操縦士を殺

し、自ら操縦棹 を握 っ て あわや大惨事と い う 「事件」

や 、下関の 駅で 、35歳の 九大工 学部出身で 、

一
級建

築上の 資格す らを持 っ て い る男が 、仕事が見つ か ら

な くてむ し ゃ くし ゃ したので 、全 く、唯の 通 り会わ

せ ただけの 14人を殺傷 した 「事件」等がある。なか

んず く、東海村の JCO で起 こ っ た、原子力燃料の

精製過程中の プ ロ セ ス を簡略化すると言 う、全 く不

届 きな 中性子の臨界事件は 、 原子力の専門家が管理

する施設で生 じた、そ の 最た る 「事件」で ある と言

えよ う 。 私は此処で これ らの惨事 を 「事件」と書い

た の は 、事故 と明確に 区別 をし た か っ た か らで ある 。

〈 事故の因数分解 〉

　事故は これ を因数分解す ると、

　　事故≡（人 間の 間違い や失敗）× （機械の 故障）

とか ける。

つ まり、此の 意味すると こ ろは、前者か 後者の 何

れか が否（NO ）な ら事故は 0となり、即 ち、事故は

未然に防 ぐこ と が 出来る筈で ある 。 しか し、間違い

や失敗の な い 人間は い な い し、故障 しな い 機 械等無

い 以上 、事故そ の もの は絶対 、避けがた い
。 そ の 確

率 を、極力小 さくす るのが科学的態度 だ 。 技術者は

じめ関係者 は、「気」合い を入れて 、事故の 確率 を

最小に す る管理 をし な ければ な ら な い の は 当然 で あ

る。とこ ろ が、前述の 、 3 つ の 事件は 、「事件」で

あ っ て 「事故」で はな い 事 も、明 らか で ある。 即ち、

これ らの 事件は 、人間の 間違 い で も、機械の 故障か

ら生 じたか らで もな い か らで あ る。それは 、人間が

故意に機械に関わっ たか らで ある 。 間違い な く 、 刑

事 「事件」で あ る と言 っ て い い
。 現 代の 物騒 さは 、

実は此処にある 。 機械が 、 コ ン ピュ
ータ化 され 、 そ

の入 力も、従来よ り余計 に 人間が関与する機会は 、

寧ろ増大する一方なの に、当の人間が脆くも壊れて

しま っ て い るの だ 。 此処 に及ん で 、人問の 信頼度

を飛躍的に 挙げな い 以 上 、 日本に於け る こ の 種の

「事件」は、今後、更に増加すると予言する。

〈何処が間違 っ たの か 〉

　 また、これ らの 事件が 、高学歴や、高度の 経験 を

有する人々 に よっ て 、ひ き起 こ され て い る事も非常

に 気に なる。即 ち、GNP （GDP ）は 、現在で も世界

第 2位 を誇 りな が ら、義務教育 や高校で は 、鮨 詰

め教育 を強制 し、高校入試に 見 られるよ うに、情緒

科 目を軽視して きた弊害が、この辺で 出て来た の で

はな い の か。また 、過去、大学で必ず受けた、人間

形成 に 不可欠な教養過程す ら大 き く省か れて 、より

早 くか ら専門的知識の みが詰め込 まれ る 。
こ れをま

た、近年、文部省も、 薦め て 来た ようで ある。こ の

様に 、産業へ の 貢献を第
一に 置い た人造 りを最優先

して きた。こ れは 、長銀へ は、 4兆 5千万円もの 穴
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